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正賀

市
　
　
　
長

村
山
謙
士
・

助
　
　
　
役

小
川
彦
一
郎

収
鼠
入
　
役

高
木
佐
五
郎

市
議
会
議
長

島
田
直
治

市
議
会
副
議
長

山
田
正
邦

躍
進
す

る
71
年

一
九
七
一
年
の
元
旦
は
、
静
か
に
明
け
た
。
本
町
通
り
の
商
店
街
は
、
木
造
か
ら
鉄
筋
三

～
五
階
建
の
近
代
的
ピ
ル
に
生
ま
れ
か
わ
り
、
七
一
年
の
夜
明
け
に
ふ
さ
わ
し
い
屋
並
み

を
誇
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
二
丁
目
の
一
部
に
は
、
巾
三
メ
1
ト
ル
の
ア
ー
ケ
：
ド
も
完

成
。
新
し
い
年
の
躍
進
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
　
　
　
【
写
真
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撮
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雛
　
熊

難

豪
雪
対
策
を
更

市
民
の
み
な
さ
ま
明
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
こ
に
希
望
の
新
春
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
市
民
各
位
の
ご
清
福
と
ご

繁
栄
を
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま

す
。
　
昨
年
は
年
明
け
の
一
月
下
旬
、
飯

山
線
高
場
山
ト
ン
ネ
ル
崩
か
い
と
い

う
大
災
害
に
見
舞
わ
れ
、
豪
雪
時
と

　
　
　
　
　
　
　
　
聾

期
を
同
じ
く
し
た
た
め
、
沿
線
の
み

な
さ
ん
と
も
ど
も
そ
の
早
期
復
旧
に

奔
走
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
幸
い
孤
立
を
防
ぐ
市
民
会
議
を
中

心
と
す
る
市
民
あ
げ
て
の
盛
り
上
っ

た
力
は
、
強
く
関
係
各
機
関
を
動
か

し
、
予
想
以
上
の
早
期
に
開
通
を
み

た
こ
と
は
、
誠
に
ご
同
慶
に
堪
え
な

い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

”
』⊂

推
進

　
本
年
は
ま
た
異
常
な
早
い
時
期
の
民
の
福
祉
を
増
進
し
、
市
民
生
活
の

降
雪
に
あ
い
、
市
内
の
経
済
活
動
を
安
定
を
図
る
た
め
に
は
、
幾
多
の
重

極
め
て
阻
害
し
て
い
る
姿
を
ま
の
あ
要
問
題
を
か
か
え
て
い
ま
す
。

た
り
に
み
る
と
き
、
豪
雪
対
策
の
積
　
　
そ
の
解
決
を
図
る
こ
と
は
直
接
市

極
的
推
進
に
つ
い
て
な
お
一
層
の
努
政
を
担
当
す
る
わ
た
く
し
ど
も
に
課

力
を
傾
注
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
と
せ
ら
れ
た
責
務
で
あ
り
、
国
お
よ
び

肝
に
銘
じ
て
お
り
ま
す
。
　
　
　
　
県
の
施
策
と
相
ま
っ
て
最
大
の
効
果

　
躍
進
七
十
年
代
も
二
年
目
に
あ
た
を
あ
げ
る
べ
く
、
職
員
と
も
ど
も
全

り
、
日
本
経
済
の
進
展
は
も
と
よ
り
力
を
尽
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

新
春
を
迎
え
て

十
日
町
市
長

で
あ
り
ま
す
が
、
人
間
復
活
と
ま
で

い
わ
れ
て
い
る
社
会
情
勢
は
、
公
害

に
、
交
通
禍
に
、
人
間
の
生
活
環
境

を
次
第
に
む
し
ぱ
ん
で
お
り
ま
す
。

　
本
年
は
国
を
あ
げ
て
こ
の
悲
し
む

べ
き
現
実
を
打
破
す
る
た
め
、
公
害

に
関
す
る
立
法
措
置
な
ど
そ
の
対
策

が
推
進
さ
れ
る
も
の
と
期
待
を
い
た

し
て
お
り
ま
す
。

　
十
日
町
市
に
お
ぎ
ま
し
て
も
、
市

村
山
謙
士
・

す
。
　
本
年
秋
に
は
待
望
の
市
民
会
舘
が

約
二
億
二
千
万
円
で
完
成
い
た
し
ま

す
。
　
青
年
、
婦
人
の
み
な
さ
ん
は
も
と

よ
り
、
広
く
市
民
各
位
の
文
化
の
殿

堂
と
し
て
、
ご
活
用
い
た
だ
け
れ
ぱ

幸
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
産
業
開
発
の
根
幹
で
あ
る
道

路
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
昨
年
か
ら

国
で
十
兆
三
千
五
百
億
円
に
お
よ
ぶ

第
六
次
道
路
整
備
五
力
年
計
画
を
策

定
し
、
そ
の
整
備
を
図
っ
て
お
り
ま

す
が
、
こ
の
計
画
に
よ
れ
ぱ
地
方
道

の
整
備
に
つ
い
て
重
点
的
に
配
慮
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

　
従
っ
て
こ
こ
三
、
四
年
の
間
に
は

主
な
る
市
町
村
道
の
改
良
整
備
が
急

速
に
進
む
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
都
市
環
境
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て

も
、
昨
年
十
二
月
用
途
地
域
お
よ
び

準
防
火
地
域
の
指
定
が
決
定
し
、
こ

の
計
画
に
基
づ
き
、
産
業
の
振
興
と

生
活
環
境
の
整
備
を
促
進
し
て
い
く

方
針
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
水
資
源
確
保
の
問
題

さ
ら
に
織
物
産
業
、
商
工
振
興
、
農

業
政
策
の
問
題
な
ど
に
つ
い
て
は
、

市
民
各
位
と
も
ど
も
膝
つ
き
あ
わ
せ

た
研
究
の
な
か
か
ら
そ
の
解
決
の
途

を
見
出
し
て
い
か
な
け
れ
ぱ
な
ら
な

い
と
存
じ
て
お
り
ま
す
。

　
新
し
い
年
を
迎
え
た
こ
の
時
に
あ

た
り
、
心
気
一
新
市
政
の
無
限
の
発

展
を
念
願
し
、
市
民
各
位
の
一
層
の

ご
健
康
を
お
祈
り
申
し
上
げ
年
頭
の

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

下
水
道
事
業
の
早
期
着
手

　
昭
和
四
十
六
年
の
新
春
を
市
民
の

皆
さ
ま
と
共
に
迎
え
謹
ん
で
お
よ
ろ

こ
び
申
し
上
げ
ま
す
．

　
昨
年
は
交
通
戦
争
、
公
害
禍
の
あ

わ
た
だ
し
い
中
に
終
わ
り
を
つ
げ
た

の
で
あ
り
ま
す
。

　
公
害
は
大
な
り
小
な
り
全
国
的
に

波
及
し
、
本
年
は
公
害
対
策
に
本
市

で
も
市
民
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
大
段
階
に
至

り
ま
し
た
。

　
幸
い
本
市
で
は
他
市
に
先
が
け
て

雪
害
公
害
係
を
設
置
、
本
年
は
よ
う

や
く
こ
の
係
も
軌
道
に
乗
っ
て
大
き

な
期
待
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。
郡
内

の
人
口
移
動
も
活
発
化
し
、
市
内
も

過
密
化
の
傾
向
に
あ
る
と
き
、
益
々

公
害
は
被
害
を
拡
大
し
よ
う
と
し
て

い
ま
す
．

　
高
い
経
済
又
化
水
準
を
求
め
て
集

ま
る
人
の
流
れ
は
、
こ
の
ま
＼
で
は

公
害
に
な
や
み
再
び
次
の
地
に
移
動

を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
も

遠
く
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
ら
の
流
れ
を
定
着
せ
し
め
る

に
は
、
下
水
道
事
業
の
早
期
解
決
と

完
全
な
る
防
雪
都
市
へ
の
脱
皮
が
な

い
限
り
不
司
能
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
無
雪
道
路
網
も
年
々
整
備
さ
れ
、

市
民
の
皆
さ
ま
の
期
待
に
近
づ
き
つ

つ
あ
る
こ
と
は
、
ご
同
慶
に
た
え
ま

せ
ん
。

　
国
県
の
雪
害
対
策
も
よ
う
や
く
積

極
的
な
姿
勢
を
み
せ
、
最
近
経
済
企

圃
庁
で
も
全
国
五
ヵ
所
で
克
雪
生
活

セ
ン
タ
ー
の
設
置
等
を
考
え
て
い
ま

す
が
、
本
市
で
は
、
今
後
全
市
一
体

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
十
日
町
市

　
　
　
　
　
　
　
　
議
会
議
長

　
ご
承
知
の
よ
う
に
下
水
道
事
業
は

現
在
の
計
画
で
も
二
†
億
余
り
の
巨

費
を
必
要
と
し
、
十
年
後
を
見
込
む

完
全
計
画
に
至
っ
て
は
、
三
十
億
を

必
要
と
い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
国
費
市
費
だ
け
で
な

く
、
各
家
庭
の
負
担
も
必
要
と
す
る

の
で
、
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
社

会
を
適
確
に
把
握
さ
れ
、
積
極
的
な

事
業
へ
の
住
民
参
加
の
な
い
限
り
早

期
実
現
は
困
難
で
あ
り
ま
す
。

島
田
直
治

と
な
っ
た
運
動
を
展
開
し
、
こ
れ
ま

で
の
努
力
を
さ
ら
に
積
み
重
ね
、
豪

雪
対
策
に
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
職
業
の
再
編
成
、
社
会
構
成
の
再

編
成
が
す
さ
ま
じ
い
勢
い
で
進
む
に

つ
れ
て
、
日
本
の
農
業
も
又
本
市
の

農
業
も
十
年
こ
の
か
た
曲
り
角
か
ら

抜
け
出
る
こ
と
が
で
き
す
に
苦
し
い

歩
み
を
続
け
つ
ぎ
く
に
離
農
し
農

家
数
は
年
々
激
減
し
て
お
り
ま
す
。

し
か
レ
、
こ
の
要
因
は
単
に
農
業

だ
け
で
な
く
、
他
の
企
業
で
も
輸
出

問
題
等
で
農
業
以
上
の
苦
し
み
を
重

ね
近
代
化
に
努
力
し
て
お
り
ま
す
。

　
ど
う
か
広
く
国
際
社
会
の
今
後
を

見
通
し
た
農
業
経
営
で
こ
の
難
関
を

突
破
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま

す
。
　
若
年
蛍
働
力
は
年
々
そ
の
確
保
に

困
難
を
き
わ
め
、
こ
れ
ら
を
克
服
す

る
た
め
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
本
市

産
業
界
に
も
導
入
さ
れ
、
積
極
的
な

研
究
が
進
め
ら
れ
効
率
の
向
上
が
進

め
ら
れ
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
は
益
々
大
型
の

も
の
か
ら
超
小
型
の
も
の
ま
で
出
現

し
、
生
活
に
大
き
く
利
用
さ
れ
る
段

階
が
近
づ
い
て
お
り
ま
す
。

　
本
市
で
も
こ
れ
鳳
ら
の
研
究
を
進

め
、
公
害
、
交
通
、
住
宅
問
題
や
深

刻
化
し
た
若
年
労
働
力
の
解
決
等
に

つ
と
め
、
ゆ
た
か
な
街
づ
く
り
を
す

Σ
め
て
い
た
マ
き
た
い
と
念
願
す
る

と
同
時
に
市
民
の
皆
さ
ま
方
の
ご
多

幸
を
お
祈
り
し
、
新
年
の
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

第
四
回
市
議
会
定

例
会
は
、
会
期
十
日

間
で
去
る
十
六
日
終

了
し
ま
し
た
。

提
出
議
案
は
昭
和

四
十
四
年
度
一
般
会

計
決
算
認
定
な
ど
三

十
二
議
案
。
主
な
も
の
と
し
て
は

市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

除
額
一
万
二
千
五
百
円
）
に
引
き

下
げ
る
。

　
な
ど
で
昭
和
四
十
六
年
度
の
個

人
市
民
税
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
減
税
に
よ
り
昭
和
四
十
六

年
は
五
千
三
百
万
円
の
減
収
が
見

込
ま
れ
ま
す
。

　
昭
和
四
十
五
年
一
般
会
計
補
正

予
算
は
、
才
入
才
出
そ
れ
ぞ
れ
一

個
人
市
民
税
を
減
税

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
四
回
定
例
会

例
で
個
人
市
民
税
の
減
税
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
、

①
均
等
割
の
税
率
を
現
行
二
百
五

十
円
か
ら
二
百
円
に
引
き
下
げ
る

②
個
人
所
得
割
の
税
率

　
課
税
所
得
金
額
が
七
十
万
円
を

超
え
る
場
合
、
現
行
百
分
の
六
・

五
（
速
算
控
除
額
一
万
六
千
二
百

五
十
円
）
を
百
分
の
五
（
速
算
控

億
二
千
四
百
二
十
九
万
三
千
円
追

加
し
、
才
入
才
出
総
額
十
七
億
四

千
三
百
四
十
八
万
二
千
円
と
な
り

ま
し
た
。

　
才
出
の
主
な
も
の
と
し
て
・
へ

き
地
患
者
輸
送
用
ス
ノ
ー
ボ
ー
ト

十
五
台
購
入
三
十
七
万
五
千
円
・

道
路
除
雪
機
械
借
用
料
一
千
万
円

な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　　1♂ノ
動食民

涛

w

＼

、業場自数
　　、寒．益
　　い　　　　　　0
．／鐡憐

み
ん
な
の
手

ー
、
裾

て

春

田

）蕨
れでし亀＜

蟹
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総慧暴懸鐵磯

除
雪
路
線
を
十
七
キ
。
延
長

市
地
域
防
災
会
議
で
決
定

十
日
町
市
地
域
防
災
会
議
（
会
長
村
山
市
長
）
で
は
、
去
月
市
役
所
で
今
冬
の
主
要
市
道
の
道
路
除
雪
、

雪
害
予
防
対
策
の
実
施
な
ど
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
除
雪
路
線
は
昨
冬
よ
り
十
七
キ
。
厨

延
長
の
二
百
二
十
キ
。
層
と
し
、
今
冬
は
、
道
路
除
雪
の
ほ
か
、
圧
雪
路
線
を
大
巾
に
延
長
し
、
山
間
地
域

の
交
通
確
保
を
は
か
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

八箇トンネル駐車禁止区域

川原町一北原線

一
1路口

江
三
道
　
　
　 大　　　　　　　　　体
叉入　　医島
　　　院 喜

前

国道253

⑰　1㊦

柳自動車㈱

あたご

⑳
小国屋

　　卜　精吊

山内

　舘

60購
地点

1　　　　　　　3 ④　　　　　　　　　　　　　　　5
みよし六　上　土
食堂箇　越　市
　　入　舗　　診
　警　口　道　療
　察　　　㈱　　所
　署

小　　卜大
　　村澗千　　製　ス
谷　　材　タ

南　頁誓
境　　の
　　埆
　　一一

　　　』樋　　玉　ハ
＿熊　　田　丁

罐曹螺
城　　町　　証
一　　四　　所

　）国道252

石十
油日
町
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一

　
主
要
市
道
の
除
雪
計
画
路
線
は
十

日
町
土
木
事
務
所
の
除
雪
計
画
路
線

と
連
絡
す
る
主
要
市
道
及
び
市
有
公

共
施
設
に
通
す
る
路
線
と
し
、
①
平

常
時
に
お
け
る
除
雪
②
緊
急
時
に
お

け
る
除
雪
に
分
け
、

　
e
第
一
種
除
雪
路
線

　
　
　
　
二
車
線
以
内
の
巾
員
確
保

　
　
　
を
原
則
。

　
　
　
　
（
山
本
高
山
線
外
五
路

　
　
　
線
）

口
第
二
種
除
雪
路
線

　
　
　
　
一
車
線
確
保
を
原
則
と

　
　
　
し
、
除
雪
困
難
な
場
合
は

　
　
　
相
当
期
間
交
通
不
能
と
な

　
　
　
る
（
宇
都
宮
一
号
線
外
十

　
　
　
二
路
線
）

㊧
委
託
除
雪
路
線

　
　
　
町
内
会
等
に
除
雪
を
委
託

　
　
　
す
る
（
助
成
金
変
付
）

　
　
　
　
（
本
町
東
一
丁
目
二
号
線

　
十
一
月
三
十
日
降
雪
と
い
う
、
異

常
に
早
い
ド
カ
雷
で
、
市
内
山
間
部

は
越
冬
物
資
の
確
保
が
間
に
合
わ
な

か
っ
た
た
め
、
市
は
去
る
九
日
午
後

都
市
開
発
課
に
越
冬
物
資
緊
急
輸
送

対
策
本
部
を
設
け
、
十
日
か
ら
十
九

日
ま
憾
の
†
日
間
に
わ
た
っ
て
、
食

糧
（
正
月
用
品
や
副
食
品
㌧
、
飼
料

燃
料
（
灯
油
な
ど
）
を
主
と
し
た
物

資
約
一
，
一
百
三
十
ジ
を
六
十
九
部
落
に

69噺臨ヌ＝230脆ン
越冬物資を緊急輸送

緊
急
輸
送
し
ま
し
た
。

　
第
一
次
輸
送
の
対
象
部
落
は
、
国

道
か
ら
四
キ
。
材
以
遠
の
六
十
部
落

で
、
第
二
次
輸
送
は
、
輸
送
物
資
が

大
量
に
あ
り
、
道
路
除
雪
の
行
な
わ

れ
て
い
な
か
っ
た
卑
場
地
域
九
部
落

の
輸
送
を
行
な
い
ま
し
た
。

　
こ
の
緊
急
物
資
輸
送
は
、
出
動
ブ

ル
ド
ー
ザ
五
十
九
台
、
輸
送
ト
ラ
ッ

ク
百
三
十
七
台
、
雪
上
車
六
台
、
ト

レ
ー
ラ
ー
（
ソ
リ
）
二
十
二
台
の
機

動
力
と
、
輸
送
従
事
者
三
百
四
十
人

で
行
な
い
ま
し
た
。
な
お
、
こ
の
緊

急
物
資
輸
送
は
、
市
内
で
は
前
例
の

な
い
こ
と
で
し
た
が
、
警
察
署
や
土

木
事
務
所
、
商
工
会
議
所
、
農
協
等

の
協
力
を
得
て
、
事
故
も
な
く
計
画

ど
お
り
終
了
し
、
山
間
地
の
皆
さ
ん

か
ら
も
「
安
心
し
て
冬
場
を
過
ご
せ

る
」
と
喜
ぱ
れ
ま
し
た
。
【
写
真
は
越

冬
物
資
を
手
に
し
て
喜
ぶ
地
域
民
】

　
　
　
　
外
五
＋
七
路
線
）

　
四
　
雪
割
除
雪
路
線

　
　
　
　
春
肥
、
そ
の
他
輸
送
を
確

　
　
　
　
保
す
る
た
め
降
雪
あ
け
に

　
　
　
　
行
な
う
。

　
　
　
　
（
水
沢
原
本
線
外
百
三
十

　
　
　
　
九
路
線
）

　
㈲
　
第
一
種
圧
雪
路
線

　
　
　
　
湿
地
ブ
ル
ド
ー
ザ
に
よ
る

　
　
　
　
圧
雪
を
行
な
う
。

　
　
　
　
（
上
貫
線
外
十
六
路
線
）

　
因
第
二
種
圧
雪
路
線

　
　
　
　
第
一
種
路
線
の
圧
雪
状
況

　
　
　
　
に
よ
っ
て
は
相
当
期
間
交

　
　
　
　
通
不
能
も
あ
り
う
る
。

　
　
　
　
（
十
日
町
5
羽
倉
線
外
十

　
　
　
　
一
路
線
）

の
六
種
類
に
区
分
し
、
更
に
異
状
降

雪
に
ょ
り
平
常
時
確
保
路
線
が
途
絶

し
た
状
態
か
ら
平
常
時
の
状
態
に
復

す
る
た
め
、
緊
急
除
雪
路
線
を
定
め

除
雪
を
進
め
ま
す
。

　
な
お
、
除
雪
計
圃
路
線
表
を
後
日

市
政
事
務
嘱
託
員
に
配
布
し
ま
す
の

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

繍

　
圧
雪
路
線
を
大

　
巾
に
延
長

．
別
表
の
よ
う
に
除
雪
の
ほ
か
特
に

圧
雪
道
つ
け
に
力
を
入
れ
、
小
型
雪

　
研
「
副
　
知
　
4

　
訴
ア
剛
　
鋤

州
ー
曲

　
陶
…
6
M
＋
取

ガ

蕪
☆
警
　
　
　
　
6
　
　
　
　
6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0

　
　
　
　
　
ラ
　
　
　
イ

　
　
　
　
　
　
　
　

ド

　
　
　
　
施
　
　
施
　
　
減
　
　
）

　
　
　
　
実
　
実
　
　
　
％

　
＼
　
　
　
　
度
　
　
度
　
　
　
　
率

　
　
　
　
年
　
　
年

＼
　
　
　
　
4
4
　
　
4
5
　
　
増
　
　
伸

　
　
　
（
除
雪
区
分
と
伸
率
）

上
車
の
交
通
確
保
を
は
か
る
こ
と
を

目
標
に
し
て
い
ま
す
。
除
雪
路
線
の

延
長
は
昨
冬
よ
り
約
十
七
キ
。
層
伸
び

総
除
雪
延
長
は
二
百
二
十
キ
。
層
と
な

り
、
新
鋭
ロ
ー
タ
リ
ー
車
を
含
め
五

台
の
ブ
ル
ド
ー
ザ
が
除
雪
に
当
た
り

ま
す
。

　
こ
の
他
大
量
な
民
間
除
雪
機
械
を

借
り
上
げ
る
な
ど
強
力
体
制
で
市
道

の
除
雪
計
画
路
線
の
除
雪
に
当
た
り

ま
す
。
　
皆
さ
ん
の
ご
協

　
力
を

　
一
、
駐
車
に
ご
注
意

　
　
新
潟
県
公
安
委
員
会
で
は
、
通

　
年
駐
車
禁
止
区
域
の
ほ
か
、
冬
期

　
交
通
の
危
険
防
止
、
そ
の
他
交
通

　
の
安
全
と
円
滑
を
は
か
る
た
め
、

国
、
県
、
市
道
な
ど
冬
期
臨
時

駐
車
禁
止
区
域
（
十
二
月
十
五
日

～
三
月
十
五
日
）
を
本
町
西
線
外

十
六
区
域
に
つ
い
て
上
図
の
よ
う

に
定
め
ま
し
た
。
自
動
車
を
駐
車

禁
止
区
域
に
駐
車
お
よ
び
放
置
し

て
お
き
ま
す
と
、
除
雪
作
業
に
大

変
迷
惑
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

二
、
屋
根
の
雪
お
ろ
し
に
注
意

　
新
潟
県
道
路
交
通
法
で
路
上
に

雪
を
捨
て
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
し
か
し
、
や
む
を
え
す
路
上
に

雪
を
お
ろ
す
場
合
で
も
監
視
人
を

つ
け
な
い
で
お
ろ
し
た
り
、
道
路

一
杯
に
お
ろ
し
た
り
す
る
こ
と
が

過
去
の
慣
習
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
通
行
人
に
危
険
で
あ
る
ぱ
か

り
か
、
交
通
渋
帯
を
招
く
お
そ
れ

も
あ
り
ま
す
。
万
一
、
勝
手
な
雪

雪上車を9地区に配置

山間地の道路庄雪に威力
冬期間道路の歩行者変通確保のため、圧雪用雪
上車を9台購入、山間地域9地区に配置しまし
た。市建設課は、去月15日市役所で圧雪用雪上
車の貸し付け説明会を開き、午後から雪上車運
転試乗会を実施しました。圧雪用雪上車は、雪痘
上ハンドーザ（1台41万5千円）と呼ぱれるも鵬
ので、今冬の道路圧雪に威力を発揮することに

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

道
9
建
し
会
ド
今
す
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
配
川

　
　
　
　
　
　
　
　
で
り
お
珠
沢

冬
上
た
車
転
上
の
な
な
「
施

置地区はつぎのとおり。

、鍬柄沢、赤倉、美女木、漉野、名ケ山
池谷、長里」

ハンドドーザーの試運転

お
ろ
し
を
し
た
場
合
は
自
己
の
責

任
で
後
片
づ
け
を
し
て
も
ら
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
雪
お
ろ
し
の

際
は
路
側
へ
の
積
上
げ
な
ど
十
分

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

無
暴
運
転
（
鱗
）
を
排
除

冬
期
の
交
通
事
故
防
止
運
動

　
冬
期
間
は
、
車
に
よ
る
ス
リ
ッ
プ

事
故
、
追
突
事
故
、
踏
切
で
の
列
車

衝
突
事
故
が
毎
年
起
き
て
い
ま
す
。

　
ま
た
酒
を
飲
む
機
会
も
多
く
な
り

よ
っ
ぱ
ら
い
運
転
に
よ
る
事
故
も
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
交
通
対
策
協
議
会
（
会
長
村
山

市
長
）
は
、
二
十
日
ま
で
冬
期
の
交

通
事
故
防
止
と
し
て
、

　
9
自
動
車
の
運
転
は
、
ス
ノ
ー
タ

　
　
イ
ヤ
ま
た
は
チ
エ
ー
ン
を
装
備

　
　
す
る
．

　
口
二
輪
車
の
運
転
は
、
ヘ
ル
メ
ッ

　
　
ト
を
着
用
す
る
。

　
国
無
暴
運
転
（
飲
酒
な
ど
）
の
排

　
　
除
。

　
を
重
点
項
目
に
冬
期
交
通
事
故
防

止
運
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
冬
期
は
、
降
雪
の
た
め
交
通
が
み

だ
れ
が
ち
で
す
。

　
運
転
者
、
歩
行
者
と
も
正
し
い
通

行
を
行
な
い
交
通
事
故
を
防
ぎ
ま
し

ょ
う
。踏

切
り
事
故

を
な
く
そ
う

お
互
い
が
注
意
し
て
踏
切
り
事
故
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　
こ
わ
い
警
報
機
の
無
視

　
踏
切
り
事
故
を
原
因
別
に
み
ま
す

と
、
警
報
機
の
無
視
進
入
、
列
車
直

前
の
進
入
、
し
ゃ
断
機
突
破
進
入
衝

突
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
踏
切
り
事
故
を
防
ぐ
に
は
、
ま
す

基
本
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　
踏
切
り
で
の
エ
ン
ス
ト
は

　
ど
う
し
て
も
動
か
な
い
と
き
は
発

煙
筒
を
た
き
、
近
く
の
駅
に
急
報
す

る
。

ご
協
力
願
い
た
い
こ
と

　
市
交
通
対
策
協
議
会
（
会
長
村
山

市
長
）
は
、
こ
の
ほ
ど
「
踏
切
り
注

意
」
の
旗
を
踏
切
り
付
近
に
設
置
し

ま
し
た
。

　
こ
の
旗
が
吹
雪
や
風
な
ど
で
倒
れ

か
か
っ
た
り
、
降
雪
で
見
え
に
く
く

な
り
ま
し
た
ら
、
補
強
し
、
見
や
す

く
す
る
等
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
葡
願

い
し
ま
す
。
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＝
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＝
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＝
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霞
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一
一
≡
≡
≡
…
≡
窪
一
…
≡
≡
≡
≡
一
≡
一
臨
≡
≡
…
胃

廟
号
線
（
欄
，
畑
）
交
通
確
保
な
ら
ず

交
通
を
確
保
し

孤
立
を
防
ぐ

挨
拶
す
る
村
山
市
長

市
民
会
議
で
報
告

交
通
を
確
保
し
孤

立
を
防
ぐ
市
民
会

議
（
委
員
長
村
山

市
長
）
で
は
、
去

月
十
二
日
午
後
、

商
工
福
祉
会
舘
四

階
ホ
ー
ル
で
長
鉄

局
施
設
部
長
、
上

越
国
道
事
務
所
長

な
ど
関
係
機
関
の

長
十
二
人
を
招
き

、
冬
期
鉄
道
、
道

路
交
通
確
保
対
策

の
市
民
報
告
集
会

を
開
き
ま
し
た
。

　
当
日
は
市
民
各
層
か
ら
お
よ
そ
二

百
人
が
参
加
、
集
会
は
村
山
市
長
の

挨
拶
の
あ
と
島
田
議
長
の
議
会
と
し

て
の
活
動
報
告
が
あ
り
、
次
い
で
鶴

谷
長
鉄
局
施
設
部
長
か
ら
飯
山
線
の

冬
期
運
行
確
保
に
つ
い
て
「
飯
山
線

は
二
～
四
層
の
積
雪
で
は
除
雪
機
械

の
機
動
力
を
発
揮
し
運
休
し
な
い
」

な
ど
説
明
が
あ
り
、
高
場
山
ト
ン
ネ

ル
工
事
を
直
接
担
当
し
た
国
鉄
信
濃

川
工
事
局
庄
田
土
木
課
長
か
ら
高
場

山
ト
ン
ネ
ル
工
事
の
経
過
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

　
注
目
の
国
道
二
五
三
号
線
（
十
日

町
～
六
日
町
）
に
つ
い
て
は
、
野
口

県
道
路
建
設
課
長
補
佐
か
ら
、

9
十
一
月
三
十
日
と
い
う
異
状
に
早

い
降
雪
で
、
工
事
が
で
き
な
く
な
っ

た
。

口
な
だ
れ
の
危
険
が
あ
り
、
労
働
基

準
監
督
署
か
ら
待
避
命
令
が
だ
さ
れ

た
。
な
ど
の
理
由
に
よ
り
全
線
の
無
雪
化

が
不
可
能
と
な
っ
た
旨
が
説
明
さ
れ

地
域
民
の
理
解
と
協
力
の
要
望
が
あ

り
ま
し
た
。

　
関
係
機
関
の
長
の
説
明
の
あ
と
、

質
疑
応
答
が
あ
り
、
参
加
者
か
ら

「
関
係
機
関
の
努
力
に
感
謝
」
の
言

葉
や
、
「
一
一
七
号
線
（
小
千
谷
－
細

島
間
）
の
法
線
は
ど
う
な
る
か
」
な

ど
の
質
問
が
あ
り
、
市
民
会
議
と
し

て
は
関
係
機
関
の
一
層
の
努
力
を
要

請
し
ま
し
た
。

　
各
機
関
の
説
明
．
要
旨
は
つ
ぎ
の
と

お
り
。

〔
野
口
道
路
建
設
課
長
補
佐
〕

　
国
道
二
五
三
号
線
（
十
日
町
ー
六

日
町
）
改
良
舗
装
工
事
の
概
要

　
四
十
五
年
度
は
、
事
業
費
五
億
八

千
二
百
万
円
、
延
長
二
千
四
百
層
の

改
良
、
同
三
千
五
百
齎
の
舗
装
、
ス

ノ
ー
シ
ェ
ー
ド
（
雪
覆
工
）
四
百
十

一
層
、
橋
架
三
橋
（
常
世
橋
、
色
見

橋
、
中
ノ
沢
橋
で
工
費
七
千
二
百
万

円
）
完
成
の
予
定
で
あ
っ
た
が
、
雪

の
た
め
残
工
事
日
数
二
十
日
を
残
し

作
業
を
中
止
し
た
。

〔
庄
田
土
木
課
長
〕

　
高
場
山
ト
ン
ネ
ル
工
事
の
概
要

　
飯
山
線
沿
線
の
皆
さ
ん
に
長
ら
く

不
便
を
お
か
け
し
て
き
た
が
、
去
る

十
一
月
二
十
九
日
よ
う
や
く
開
通
し

た
。
付
替
延
長
七
百
五
十
層
、
工
事

費
二
億
五
千
万
円
、
軟
弱
地
盤
の
難

工
事
で
し
た
が
、
十
二
月
一
日
開
通

予
定
を
早
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
は

皆
さ
ん
の
協
力
の
お
か
げ
で
す
。

〔
大
家
上
越
国
道
工
事
事
務
所
長
〕

　
国
道
一
一
七
号
線
（
小
千
谷
5
岩

沢
）
改
良
舗
装
工
事
の
概
要

　
本
年
度
　
延
長
千
五
百
層
の
用
地

買
収
、
同
二
千
層
の
改
良
、
同
八
百

三
十
層
の
舗
装
を
実
施
、
工
事
質
二

億
六
千
八
百
万
円
。

　
国
道
二
五
二
号
線
（
十
日
町
5
堀

之
内
）
改
良
舗
装
工
事
の
概
要

　
本
年
度
　
延
長
千
七
百
層
の
用
地

買
収
、
同
二
千
層
の
改
良
、
同
二
千

麿
の
舗
装
を
実
施
、
工
事
費
三
億
四

千
二
百
万
円
。

〔
天
城
小
千
谷
土
木
事
務
所
長
〕

　
県
道
小
千
谷
－
雪
峠
間
約
五
千
五

百
層
の
舗
装
を
完
成
し
た
。
こ
の
関

連
工
事
費
一
億
二
千
五
百
万
円
、
除

雪
機
械
を
動
員
し
て
今
冬
の
交
通
を

確
保
す
る
。
一
一
七
号
線
は
、
工
事

中
の
た
め
、
一
時
交
通
不
能
の
場
合

も
あ
ろ
う
が
最
善
の
努
力
を
し
た

い
。

””””旧”””1旧1皿lI”
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ひ
き
つ
づ
き
寒
暖
の
変
動
が
大
き
く
、
一
月
か
ら
二
月
半
ば
に
か

け
て
は
例
年
よ
り
寒
さ
の
厳
し
い
期
間
が
現
わ
れ
、
積
雪
も
平
年
を

上
ま
わ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

　
し
か
し
、
三
月
は
温
暖
な
、
み
こ
み
で
す
。

【
一
月
の
予
報
】

　
大
陸
の
高
気
圧
が
発
達
し
て
冬
型
の
気
圧
配
置
が
強
ま
り
、
雪
の

降
る
日
が
多
く
平
野
部
で
も
一
～
二
度
大
雪
の
降
る
お
そ
れ
が
あ
り

ま
す
。

【
二
月
の
予
報
】

前
半
は
冬
型
の
気
圧
配
置
が
つ
づ
き
雪
の
降
る
日
が
多
い
で
す
が
、

月
の
半
ぱ
ご
ろ
寒
さ
の
き
び
し
い
期
間
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

　
そ
の
後
は
移
動
性
高
気
圧
が
周
期
的
に
通
り
、
気
温
は
高
め
に
向

い
ま
し
ょ
う
。

【
三
月
の
予
報
】

　
後
半
に
一
時
寒
く
な
る
時
期
が
あ
り
ま
す
が
、
お
お
む
ね
移
動
性

高
気
圧
の
影
き
ょ
う
で
晴
れ
る
日
が
多
い
で
し
ょ
う
。

今だ！市民総ぐるみで交通事故をなくしよう。

悲しむ前にまづ家族で交通安全を考えよう

oτ『

）

シ

ザ 9
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へ
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雪
上
舞
台
は

載
無
醸

1～
㎎
繍
騨
潔
り

　
日
　
　
三
日
（
土
）
十
四
日

3
（
日
）
の
習
と
す

　
¶
臆
　
　
る
こ
と
を
再
確
認
し

月
た
後
、
塁
力
ー
二

2
バ
ル
を
担
当
す
る
織

　
（
　
　
物
組
合
青
年
部
会
か

　
　
　
　
　
ら
、
雪
上
舞
台
構
想

，
り
．
の
発
表
が
婁
し

つ
　
　
　
　
　
た
。

　
　
　
　
　
　
雪
上
舞
台
は
、
応

ま
募
二
蕉
の
素

　
　
　
　
　
ら
滝
又
工
業
（
株
）

雪
癖
鈴
奮
氏
の

　
　
　
　
　
口
王
宮
」
に
決
定
。

回
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

　
　
　
　
　
巾
五
十
材
、
奥
行
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　　第22
一 3一　　　　第171号　　　　　　　　市　報

十
騨
、
高
さ
二
十
五

耕
の
雄
大
な
雪
上
舞

台
を
城
力
丘
に
製
作

す
る
ご
と
に
な
り
ま

し
た
。

〃

王
宮
”

歌
う
プ
レ
ゼ
ン
ト
シ
ョ
ー
も

ま
っ
り
を
全
国
カ
ラ
ー
放
映
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
十
三
日
の
雪
上
力
ー
ニ
バ
ル
は
、

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
「
歌
う
プ

レ
ゼ
ン
ト
シ
ョ
ー
」
の
公
開
録
画
。

続
い
て
前
回
同
様
、
地
元
選
出
モ
デ

ル
十
五
人
に
よ
る
き
も
の
シ
ョ
ー
が

繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
、
た
い
ま
つ
滑
降

や
民
謡
お
ど
り
が
披
露
さ
れ
ま
す
。

　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
タ
レ
ン
ト
は

九
重
祐
三
子
、
石
田
ユ
リ
、
箱
崎
伸

　
　
　
　
　
　
　
ら

一
郎
な
ど
で
予
算
は
、
雪
上
舞
台
製

　
ま
た
T
B
S
ネ
ッ
ト
の
「
歌
う
プ

レ
ゼ
ン
ト
シ
ョ
ー
」
で
十
日
町
の
雪

り
纏
器
錘
器
讐
葬
．
，
闘
鋒
震
薩
簡
麗
鰭

市
内
の
河
川
の
汚
濁
O

現
状
に
つ
い
て
説
明
し

て
下
さ
い
。

【
答
】
市
内
を
流
れ
る
河
川
の
滑

濁
源
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
ょ

う
。
　
ま
す
汚
濁
源
を
大
別
す
る
と
①

染
色
、
精
練
工
場
排
水
②
一
般
工

場
排
水
◎
都
而
排
水
（
生

活
排
水
）
④
汚
物
の
投
棄
、

に
な
り
ま
す
。

作
費
、
照
明
料
等
を
加
え
、
千
三
百

十
万
円
を
計
上
す
る
大
が
か
り
の
も

の
と
な
り
ま
す
。
ま
た
「
歌
う
プ

レ
ゼ
ン
ト
シ
ョ
ー
」
の
放
映
日
時
は

二
月
二
十
一
日
と
三
月
七
日
の
両
日

午
後
二
時
三
十
分
か
ら
B
S
N
テ
レ

ビ
で
放
映
す
る
予
定
で
す
。

1
多
数
の
参
加
畳
i

雪
の
芸
術
展

雪
ま
つ
り
委
員
会
で
は
去
る
十
一

す
。
　
都
市
排
水
は
、
言
い
か
え
れ
ぱ

生
活
排
水
の
こ
と
で
す
が
、
台
所
、

風
呂
、
洗
た
く
等
の
排
水
、
更
に

し
尿
浄
化
槽
の
排
水
な
ど
で
す
。

こ
れ
等
の
排
水
が
市
の
中
心

街
の
下
水
路
に
流
れ
、
中
沢
川
、

晒
川
、
田
川
な
ど
に
直
接
あ
る
い

も
計
画
し
、
十
四
日
は
青
年
会
議
所

主
催
で
市
内
小
中
学
校
器
楽
、
合
唱

ク
ラ
ブ
に
よ
る
「
市
民
音
楽
の
つ
ど

い
」
や
「
文
化
講
演
会
」
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
本
年
は
雪
ま
つ
り
ポ
ス
タ

ー
も
東
京
、
大
阪
、
名
古
屋
な
ど
全

国
の
国
鉄
主
要
駅
に
貼
付
さ
れ
、
県

外
か
ら
人
が
ド
ッ
ト
繰
り
込
む
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。

46年は南鐙坂地内を実施

　　国土調査にご協力を

国
土
調
査
は
、

土
地
の
国
勢
調
査

と
も
い
う
べ
き
も

の
で
、
正
し
い
測

量
に
よ
っ
て
皆
さ

ん
の
土
地
の
位

置
、
形
、
地
番
、

地
目
面
積
を
明
ら

か
に
す
る
た
め
の

調
査
で
す
。

皆
さ
ん
は
、
国

土
調
査
の
終
わ
っ

た
地
域
で
コ
ン
ク

リ
ー
ト
杭
や
木
杭

が
埋
っ
て
い
る
の

を
見
た
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

　
こ
れ
は
、
基
準
点
と
い
っ
て
そ
の

地
点
が
地
球
上
の
ど
こ
に
位
置
す
る

か
を
測
っ
た
杭
で
、
境
界
が
不
明
に

な
っ
て
も
、
昔
の
姿
を
正
確
に
測
り

出
す
こ
と
の
で
き
る
大
切
な
杭
で
す

の
で
、
抜
い
た
り
、
そ
の
場
所
を
動

か
し
た
り
し
な
い
よ
う
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

▼
国
土
調
査
実
施
区
域

　
市
域
で
は
、
現
在
ま
で
に
十
日
町

川
治
、
吉
田
の
平
場
地
域
を
除
き
、

面
積
三
十
一
・
三
詩
平
方
綴
を
実
施

し
、
昨
年
度
は
、
北
鐙
坂
の
一
部
一

・
三
キ
。
平
方
層
を
事
業
費
百
四
十
五

万
円
で
実
施
し
ま
し
た
。

　
本
年
は
、
南
鐙
坂
地
域
を
実
施
す

る
予
定
で
す
。

▼
一
筆
調
査
と
は

　
こ
の
基
準
点
か
ら
土
地
一
筆
ご
と

に
そ
の
境
界
や
地
番
、
地
目
な
ど
を

調
査
し
ま
す
。
こ
れ
を
一
筆
調
査
と

い
い
ま
す
。

　
係
の
人
が
皆
さ
ん
の
土
地
の
調
査

に
来
た
と
き
は
、
立
合
っ
て
話
を
聞

き
間
違
い
の
な
い
調
査
が
で
き
る
よ

う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▼
こ
の
調
査
の
結
果

　
こ
の
調
査
が
完
了
し
ま
す
と
境
界

紛
争
が
な
く
な
り
、
税
の
公
平
化
や

各
種
土
木
事
業
、
農
業
構
造
改
善
事

業
、
土
地
改
良
事
業
、
都
市
計
画
事

業
、
開
拓
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
等
の
計

画
立
案
、
実
施
に
大
き
く
貢
献
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

日
か
ら
商
工
福
祉

会
舘
三
階
に
雪
ま
、

つ
り
事
務
局
を
開

設
、
雪
ま
つ
り
準

備
体
制
に
入
っ
て

い
ま
す
。

雪
ま
つ
り
委
員

会
で
は
今
年
も
雪

の
芸
術
作
品
展
に

多
数
の
皆
さ
ん
か

ら
参
加
を
望
ん
で

い
ま
す
。

ま
た
本
年
も
昨

年
同
様
、
飯
山
沿

線
の
学
童
車
窓
展

や
、
チ
ン
コ
ロ
市

　
　
　
　
　
　
瓢
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智
　
に

関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト

市
は

都
市
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の

ほ
ど
経
済
企
画
庁
よ
り
、
防
雪
都
市

建
設
計
画
の
資
料
と
す
る
た
め
、
市

都
而
開
発
課
を
窓
口
に
雪
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
実
施
期
日
は
一
月
下
旬
の
予
定
で

す
が
、
調
査
対
象
は
三
百
世
帯
を
無

作
為
抽
出
し
て
行
な
い
ま
す
。

調
査
の
内
容

　
　
　
　
　
　
　
　
調
査
を
実
施

全
国
ニ
ヵ
所
の
防
雪
モ
デ
ル
　
こ
の
調
査
内
容
は
、
　
「
雪
害
対
策

と
し
て
国
、
県
、
市
に
対
し
て
何
を

望
み
ま
す
か
」
等
の
雪
に
関
す
る
意

識
調
査
と
「
除
雪
、
屋
根
の
雪
お
ろ

し
費
用
や
暖
房
費
」
等
の
雪
害
経
費

調
査
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
調
査
の
結
果
、
都
市
の
総
合

的
な
防
雪
シ
ス
テ
ム
の
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
を
作
成
し
、
そ
の
実
現
手
段
を

検
討
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

く
だ
さ
い
。
　
（
電
話
七
ー
三
一
一

番
）　

電
線
な
ど
に
ご

　
注
意

電
線
が
通
行
人
に

ふ
れ
や
す
い
状
態
の
と
こ
ろ
も
あ
り

ま
す
。
危
険
で
す
か
ら
、
絶
対
に
さ

わ
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
o

　
特
に
断
線
し
て
垂
れ
さ
が
っ
て
い

る
電
線
を
発
見
さ
れ
た
と
き
は
、
至

急
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
（
東
北
電
力
十
日
町
営
業
所
、
電

　
話
二
⊥
三
〇
七
番
）

写
真
は
雪
上
舞
台
「
王
富
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
死
の
川
」
と
化
し
つ
＼
あ
り
ま
・

　
中
で
も
汚
濁
源
の
主
た
る
も
の

は
染
色
、
精
練
工
場
排
水
で
す
。

染
色
排
水
は
河
水
を
着
色
し
て
濁

し
、
精
練
排
水
は
の
り
薬
品
等
が

溶
解
し
て
い
る
の
で
水
質
を
極
度

に
悪
化
し
て
い
ま
す
。

　
一
般
工
場
排
水
は
染
色
工
場
排

水
を
の
ぞ
く
、
自
動
車
工
場
の
洗

浄
排
水
な
ど
す
べ
て
含
ま
れ
ま

は
間
接
に
注
が
れ
て
川
を
汚
し
て

い
る
わ
け
で
す
。
他
方
、
み
か
ん

や
ポ
リ
容
器
の
あ
き
が
ら
な
ど
種

々
の
廃
棄
物
が
無
神
経
に
投
げ
込

ま
れ
て
川
の
汚
濁
に
一
層
拍
車
を

か
け
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　
昔
は
ア
カ
バ
ヤ
が
取
れ
た
、
子

供
が
遊
ん
だ
川
も
今
で
は
近
寄
る

の
さ
え
お
っ
く
う
に
な
る
よ
う
な

■
器
闘
認
認
駒
器
麓
器
＝
鯛
巽
髄
認
“
鱒
騰
器
騙
認
鵠
腱
錫
腸
認
認
鱒
器
圏
器
認
騰
認
■
器
器
欄
認
隔
器
器
騰
認
隠
器
器
閥
認
醐
鱒
＝
鯛
”
認
駒
鴇
昌
胴
．
●
”
醐
器
器
凶
認
睡
髄
器
”
鵜
認
”
”
器
髄
鴨

す
。
そ
し
て
年
々
膨
張
す
る
工
場

群
、
住
宅
群
の
排
水
に
よ
っ
て

汚
濁
度
は
増
し
、
広
範
囲
に
お
よ

ん
で
来
て
い
ま
す
。

　
以
上
の
よ
う
に
汚
れ
た
川
は
被

害
を
起
さ
す
に
は
お
り
ま
せ
ん
。

①
夏
期
は
下
流
の
水
田
の
か
ん
が

　
に
被
害
を
与
え
て
い
ま
す
。

　
　
次
に
信
濃
川
に
注
が
れ
た
汚

水
は
②
魚
族
に
被
害
を
与
え
、
③

下
流
の
長
岡
市
な
ど
は
飲
料
水
に

利
用
し
て
い
ま
す
。
④
さ
ら
に
都

市
環
境
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
用

水
と
し
て
の
役
割
を
著
し
く
劣
悪

な
も
の
に
し
て
い
ま
す
の
で
水
質

の
汚
濁
は
大
き
な
問
題
と
な
っ
て

来
て
い
る
わ
け
で
す
4
（
続
）

　
　
　
　
　
　
へ
都
市
開
発
課
）

　
　
　
　
　
器
胴
”
器
閃
翰
認
脚
器
認
”
錫
胴
認
。
・
”
“
認
鱒
認
へ
髄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嵩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
諾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
裂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
糠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
麟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
麟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
駅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
留

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

　
い
用
水
に
な
り
ま
す
の
で
水
稲
引
轍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
謝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
凱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
誹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
引

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
認

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
撰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脚
㎝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
引

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
誤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
呂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蹴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
臨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
剛
旧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
…

な
だ
れ
危
険
カ
所

に
標
識
設
置

　
市
都
市
開
発
課
は
、
こ
の
ほ
ど
山

間
地
域
の
な
だ
れ
危
険
カ
所
に
「
な

だ
れ
危
険
標
識
」
を
設
置
、
な
だ
れ

注
意
を
呼
び
か
け
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
設
置
地
域
は
、
ニ
タ
子
、
赤
倉
、

塩
之
叉
、
当
間
、
名
ケ
山
な
ど
二
十

一
部
落
で
二
十
二
ヵ
所
に
四
十
四
枚

の
標
識
を
設
置
し
ま
し
た
。

開
眼
手
術
（
白
内
障
）
に
補
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
5
才
以
上
の
老
人
を
対
象

　
市
社
会
福
祉
事
務
所
で
は
、
こ
の

ほ
ど
六
十
五
才
以
上
の
老
人
で
、
白

内
障
に
か
か
り
開
眼
手
術
可
能
な
者

に
手
術
費
の
自
己
負
担
相
当
額
を
補

助
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
補
助
は
、
昭
和
四
十
六
年
度

か
ら
実
施
し
、
昭
和
四
十
六
年
四
月

か
ら
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

　
申
請
手
続
き
等
に
つ
い
て
は
、
市

社
会
福
祉
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ

濤▼／▼
　
　
蓼

）
b

G命

．
　
＼

　
　
　
！

闘
定
期
間
医
師
会
で
出
張
診
療

瀦
論
山
下
医
師
急
死
に
よ
り

　
国
保
吉
田
診
療
所
山
下
験
（
き
）

医
師
（
七
こ
は
、
去
月
九
日
夜
急
死

（
急
性
心
臓
衰
弱
）
し
ま
し
た
。

　
同
医
師
は
、
二
年
半
前
の
昭
和
四

十
三
年
七
月
辺
地
に
骨
を
埋
め
る
覚

悟
で
辺
地
医
療
に
尽
く
そ
う
と
国
保

吉
田
診
療
所
に
赴
任
、
吉
田
地
区
九

百
世
帯
四
千
余
人
の
健
康
を
守
っ
て

き
ま
し
た
。

　
同
地
区
で
は
、
　
「
親
切
な
先
生
だ

っ
た
の
に
…
…
」
と
そ
の
死
を
い
た

む
と
同
時
に
冬
場
に
医
師
の
い
な
い

不
安
を
訴
え
て
い
ま
す
が
、
市
で
は

早
速
か
わ
り
の
医
師
を
捜
す
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
の
辺
地
の
医
師
不
足

は
全
国
的
な
傾
向
と
な
っ
て
お
り
、

市
保
険
衛
生
課
で
は
、
昭
和
四
十
四

年
か
ら
医
師
の
い
な
い
新
水
診
療
所

の
医
師
確
保
と
同
様
に
医
師
捜
し
に

懸
命
な
努
力
を
す
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

　
な
お
吉
田
診
療
所
は
、
暫
定
的
な

措
置
と
し
て
、
医
師
会
の
好
意
に
よ

り
つ
ぎ
の
日
程
で
出
張
診
療
を
行
な

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

（
二
、
三
月
の
日
程
は
後
日
お
知
ら

せ
し
ま
す
）

▽
一
月
庭
野
医
院
（
出
張
診
療
）

　
九
日
、
十
六
日
、
二
十
三
日
、
三

　十日

（
受
付
時
間
健
午
後
一
時
三

　
十
分
～
午
後
四
時
）
唇
、
ノ
ト

▽
二
月
　
大
島
医
院
（
出
張
診
療
）

▽
三
月
　
至
誠
掌
医
院
（
　
〃
　
）

あ
り
し
日
の
故
山
下
医
師

魚
沼
の
観
光
ガ
イ

ド
を
配
布

　
　
　
　
魚
沼
観
光
協
会
で

　
魚
沼
観
光
協
会
（
会
長
湯
沢
町
長

二
市
十
四
町
村
が
加
入
）
は
、
魚
沼

地
域
の
観
光
を
P
R
し
よ
う
と
観
光

ガ
イ
ド
を
一
万
五
千
部
作
成
●

　
東
京
、
名
古
屋
、
大
阪
方
面
の
観

光
セ
ン
タ
ー
に
配
布
し
ま
し
た
。

　
観
光
ガ
イ
ド
は
、
B
五
版
で
写
真

「
魚
沼
の
四
季
」
付
き
の
も
の
で
、

魚
沼
三
郡
の
観
光
地
紹
介
や
冬
期
ス

キ
ー
場
の
宣
伝
、
夏
期
学
生
村
の
誘

致
、
宣
伝
を
は
か
る
た
め
配
付
し
た

も
の
。

－
敷
だ
乏
ノ
ぞ

　
　
　
　
　
　
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
盛

　
　
　
　
　
　
薯
　
　
　
ろ

　
　
　
　
　
　
ロ

　
十
日
町
か
ら
十
ニ
キ
。
ぐ
ら
い
お
く

に
入
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
百
戸
ぐ
ら

い
の
小
さ
な
村
で
す
。

わ
た

加
工
ト
マ
ト
、
ホ
ッ
プ
、
タ
パ
コ
の

栽
培
や
養
蚕
を
や
っ
た
り
し
て
い
ま

す
。
　
わ
た
し
た
ち
も
、
い
そ
が
し
い
と

き
は
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
家
の
手

伝
い
を
や
り
ま
す
。

　
こ
う
し
て
い
そ
が
し
い
時
期
が
お

わ
り
冬
に
な
る
と
大
雪
に
な
り
村
全

体
が
真
白
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
だ
か
ら
、
家
の
と
お
ち
ゃ
ん
方
は

農
業
を
や
っ
て
い
け
な
く
な
る
の
で

い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
を
作
っ
て
方

々
へ
出
稼
ぎ
に
行
き
ま
す
。

　
と
お
ち
ゃ
ん
の
い
な
く
な
っ
た
村

は
、
活
気
が
な
く
な
り
も
の
か
な
し

げ
で
夏
の
こ
ろ
の
あ
の
い
そ
が
し
そ

し
の
村

　
真
田
小
学
校
六
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
尾

　
大
部
分
の
家
が
、
「
尾
身
」
と
い

う
み
よ
う
字
を
も
っ
て
い
る
の
で
、

わ
た
し
は
不
思
議
に
思
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　
春
に
な
る
と
、
田
に
な
わ
し
ろ
を

し
て
な
え
を
育
て
田
う
え
を
や
り
、

秋
は
家
族
み
ん
な
で
、
と
お
ち
ゃ
ん

を
中
心
に
と
り
入
れ
を
や
り
ま
す
。

　
と
っ
た
米
は
農
協
へ
売
り
出
し
ま

す
。
　
で
も
米
作
り
だ
け
で
は
と
て
も
生

活
し
て
い
け
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
い
そ

が
し
い
稲
作
の
あ
い
聞
を
ぬ
っ
て
、

身

朋

子

う
に
働
く
人
の
入
気
が
な
く
な
り
全

く
静
か
な
村
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
　
で
も
お
か
あ
さ
ん
方
の
機
織
り
の

音
が
こ
の
静
か
な
村
に
活
気
を
あ
た

え
て
く
れ
ま
す
。

　
お
か
あ
さ
ん
方
は
、
雪
お
ろ
し
、

機
織
り
で
い
そ
が
し
い
毎
日
を
送
っ

て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
と
お
ち
ゃ
ん

の
帰
っ
て
く
る
ま
で
家
の
手
伝
い
や

勉
強
を
し
っ
か
り
や
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

聾

圖

5γγ

ら
も
ゆ
』
　
　
．

4
4
を
た
す
ね
て

　
　
　
パ
ト
ウ
カ
．
ン
ノ
ン
（
馬
頭
観
音
）

　
秋
の
終
り
に
、
城
之
古
か
ら
小
黒
沢
へ
通
す
る
畑
道
を
歩
い
て
い

た
ら
、
ま
こ
と
に
素
朴
そ
の
も
の
の
馬
頭
観
音
像
が
草
蔭
に
立
っ
て

い
る
の
に
気
が
つ
い
た
。
い
ま
に
も
倒
れ
そ
う
に
傾
い
て
は
い
る

が
、
む
か
し
な
が
ら
の
徴
笑
を
そ
の
ま
ま
残
し
て
い
る
。

　
「
馬
頭
観
音
」
は
、
文
字
ど
お
り
馬
を
守
っ
て
く
れ
る
観
世
音
菩

薩
で
あ
る
が
、
密
教
（
真
言
宗
）
で
は
不
動
な
ど
と
い
っ
し
ょ
に
八

大
明
王
の
中
に
含
め
、
大
日
如
来
の
命
を
う
け
て
諸
悪
魔
を
お
さ
え

る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
普
通
に
伝
え
ら
れ
る
姿
は
、
怒
り
を
あ
ら

わ
し
た
顔
を
三
つ
持
ち
、
手
は
二
本
と
か
八
本
と
か
い
わ
れ
て
い
る

が
、
市
内
で
見
ら
れ
る
石
像
の
ほ
と
ん
ど
は
、
頭
上
に
馬
頭
を
の
せ

や
さ
し
い
顔
付
き
で
両
手
を
胸
に
合
掌
し
て
い
る
。
ま
た
文
字
碑
も

多
い
。

　
馬
頭
観
音
の
信
仰
は
、
当
地
方
で
は
江
戸
時
代
中
頃
か
ら
広
く
行

わ
れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
り
、
明
治
末
か
ら
大
正
時
代
に
立
て
ら
れ

た
為
の
が
多
い
。
「
急
な
山
道
を
の
ぼ
る
と
き
、
足
を
踏
み
は
す
し

て
落
ち
て
死
ん
だ
の
で
ー
」
と
い
っ
て
坂
の
途
中
に
祭
っ
た
り
、

長
年
飼
っ
て
い
た
も
の
が
死
ん
だ
の
で
土
葬
し
た
と
こ
ろ
へ
立
て
た

と
い
う
も
の
が
多
い
が
、
道
中
安
全
を
祈
っ
て
自
宅
の
庭
隅
や
、
村

は
す
れ
に
庚
申
塔
な
ど
と
並
ぺ
て
立
て
た
も
の
も
あ
る
。
家
族
同
様

な
愛
情
を
寄
せ
た
個
々
の
も
の
と
。
サ
イ
ノ
カ
ミ
（
障
の
神
、
塞
の

神
）
の
よ
う
に
諸
難
を
防
い
で
く
れ
る
と
い
う
考
え
方
を
含
め
た
も

の
が
あ
る
わ
け
で
あ
ろ
う
。

　
む
か
し
は
、
初
雪
を
み
る
と
「
マ
ブ
セ
（
馬
伏
せ
）
」
を
行
な
っ

た
，
夏
中
は
た
ら
い
て
く
れ
た
馬
を
休
ま
せ
る
た
め
に
、
ヤ
キ
ジ
ン

を
し
た
り
蹄
鉄
を
は
す
し
て
爪
を
切
っ
て
や
っ
た
り
す
る
こ
と
で
あ

る
が
、
村
中
の
馬
持
ち
が
寄
っ
て
馬
頭
観
音
に
御
礼
の
祈
り
を
捧
げ

た
。
ま
た
、
獣
医
や
牛
馬
売
買
を
業
と
す
る
人
た
ち
も
含
め
て
ハ
ク

ラ
ッ
コ
ゥ
（
伯
楽
講
）
が
あ
り
、
初
冬
の
一
目
を
祈
り
と
慰
労
に
充

て
た
と
も
い
う
。

　
「
十
七
夜
（
七
月
十
七
日
）
の
競
馬
」
と
呼
ば
れ
て
賑
わ
っ
た
四

日
町
・
牧
新
田
の
観
音
例
祭
も
さ
び
れ
て
い
き
、
馬
を
見
た
こ
と
が

な
い
子
ど
も
さ
え
多
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
†
日
町
の
真
中
で
あ
る

水
月
寺
の
傍
に
大
き
な
馬
頭
観
音
像
が
あ
っ
て
、
そ
の
ま
わ
り
を
ガ

ラ
ン
ガ
ラ
ン
と
馬
鈴
を
鳴
ら
し
な
が
ら
馬
を
廻
ら
せ
た
話
な
ど
を
聞

か
せ
て
く
れ
る
人
が
、
い
ま
で
は
何
人
く
ら
い
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
文
　
・
上
　
　
村
　
　
政
　
　
基

　
　
　
　
　
　
　
カ
ッ
ト
・
阿
部
十
郎

写
真
は
馬
頭
観
音
（
添
島
）
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第171号 市報とおかまち 昭和46年1月15日（金躍日） （昭和32年6月5日第三種郵便物認可）一4一

　　　申し込みは1月31日までに：

　　　一保育所入所児童一
■昭和46年4月保育所入所児童をつぎのとおり

受けつけますので、希望者は市社会福祉事務

所にお申し込みくさい。

■受付期間

　1月20日力、ら1月31日まで

■入所資格者

十日町市に住民登録してあって保育に欠ける

　児童。

口提出書類

　①保育所入所申請書一通（市社会福祉事務所

　および各保育所に申請用紙がありますので

　お申し出ください）

②同一世帯の父母や祖父母、兄姉等で給与所

　得のある方は、昭和45年分源泉徴収票の写

　しを添付。

　（前年の納税が他の市町村の場合・その市町

　村民税の税額証明書を添付してください）

田入所予定人員

　く十日町保育所＞35人（3才未満児15人、3才

　　　　　　以上児20人）
　〈川治保育所〉　28人（3才未満児16人3才以

　　　　　　上児12人）
　＜高山保育所＞　22人（3才未満児12人3才以

　　　　　　上児10人）
　く鐙島保育所＞　22人（3才未満児12人3才以

　　　　　　上児10人）
　＜下条保育所＞120人（3才未満児24人3才以

　　　　　　上児％人）
　〈四日町保育所＞33人（3才未満児15人3才以

　　　　　　上児18人）
　＜北越保育園〉　27人（3才未満児15人3才以

　　　　　　上児12人）
　＜十日町幼児園＞27人（3才未満児13人3才以

　　　　　　上児14人）
田以前に申請書を提出してある方は、再提出し

　てください。

口袋町東金子修一、香典かえしとして3万円寄

麿付しました。

■群馬県人会　代表関口四郎　2，000円

肥闘」雪m冒髄11”II”11””’置1”””1翻“馳鵬1”朋書“皿“陰”匿1”撃曹”1旧1”皿1闘”llII”服麗1””1“旧聞巳1”“川監““III”8”1塵”1酢

濃蕪煮．無魚烈窺 ど

　　　市国民年金委員会に感謝状

■市国民年金委員会（国民年金保険料徴収員）

は、国民年金保険料収納成績優秀につきこの

ほど社会保険庁長官から感謝状を受けました

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上
の
経
営
面
積
を
考
え
る
場
合

う
い
う
人
が
加
入
す
る
か
　
　
難
膿
嚢
雛
鋸

　
　
　
農
業
者
年
金
に
は
当
然
加
入
と
　
館
羅
繍
総
麓
⑰
馨

　
　
　
任
意
加
入
が
あ
り
ま
す
　
　
　
　
　
ら
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
入
で
き
る
人
は

　
当
然
加
入
　
　
て
加
入
を
免
除
し
て
も
ら
え
ま
す
。
と
…
に
適
合
す
る
者
　
　
　
　
　
　
満
五
十
五
才
ま
で

経
営
面
積
（
農
地
　
任
意
加
入
　
　
　

囚
五
＋
ノ
（
北
海
道
は
原
則
と
し
　
な
お
、
加
入
者
は
、
昭
和
四
＋
六

お
よ
び
採
草
放
牧
地
　
　
次
の
人
た
ち
は
、
任
意
加
入
が
で
　
て
二
診
）
以
上
の
農
家
の
後
継
者
で
　
年
一
月
一
日
現
在
で
五
十
五
才
を
こ

の
面
積
）
が
五
†
〆
き
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
定
の
要
件
…
引
き
続
き
三
年
以
上
え
な
い
人
に
限
ら
れ
ま
す
。

（
北
海
道
は
原
則
と
　
　
ω
経
営
面
積
が
当
然
加
入
の
規
模
農
業
に
従
事
し
て
き
た
こ
と
．
．
．
を
み
　
（
五
十
五
才
を
こ
え
る
人
は
加
入
で

し
て
二
診
）
以
上
の
以
下
で
あ
っ
て
も
、
三
十
〆
（
北
海
た
す
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
ま
せ
ん
）
　
　
　
　
　
　
（
続
）

農
家
の
経
営
主
で
、
道
は
原
則
と
し
て
潭
以
上
あ
．
簡
易
保
険
積
立
金
を
融
資

国
民
年
金
に
加
入
し
　
て
、
温
室
や
ビ
ニ
ー
ル
ノ
ウ
ス
を
や

て
い
る
人
は
ど
の
っ
た
り
・
ま
た
そ
の
経
営
に
投
下
す
　
　
　
　
　
　
水
沢
小
学
校
改
築
な
ど
に

年
金
に
加
入
す
る
こ
る
蛍
働
力
が
年
間
七
百
時
間
以
上
で
　
　
こ
の
ほ
ど
郵
便
局
の
簡
易
保
険
積
舎
を
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
の

と
に
な
り
ま
す
。
　
　
あ
る
よ
う
な
農
業
経
営
の
経
営
主
　
　
立
金
か
ら
全
体
で
二
千
万
円
の
融
資
校
舎
に
改
築
、
延
面
積
は
約
七
百
七

　
し
か
し
、
将
来
、
　
　
㈲
農
業
生
産
法
人
の
常
時
従
事
者
が
決
定
い
た
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
十
平
方
齎
と
な
っ
て
い
ま
す
。

農業を

続
け
る
見
込
　
で
あ
る
構
成
員
（
組
合
員
ま
た
は
社
　
　
内
訳
は
水
沢
小
学
校
々
舎
改
築
、
　
　
中
条
小
学
校
屋
内
運
動
場
も
危
険

み
の
な
い
地
域
の
人
員
）
で
一
定
の
要
件
…
法
人
の
経
営
中
条
小
学
校
屋
内
運
動
場
改
築
、
下
建
物
を
鉄
骨
造
り
の
近
代
的
な
体
育

や
体
が
悪
い
等
で
農
面
積
を
そ
の
構
成
員
の
数
で
割
っ
た
条
小
学
校
塩
野
冬
期
分
校
及
び
東
下
舘
に
改
築
し
た
も
の
で
、
延
面
積
約

業
を
続
け
ら
れ
な
い
面
積
と
個
人
の
経
営
面
積
の
合
計
が
組
小
学
校
慶
地
冬
期
分
校
の
改
築
な
七
百
平
方
耕
。

人
は
基
金
に
申
し
出
当
然
加
入
者
と
同
じ
規
模
に
な
る
こ
ど
で
、
水
沢
小
学
校
改
築
は
危
険
校
　
　
塩
野
と
慶
地
の
各
冬
期
分
校
も
危
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　＜1月行事＞
■リクリェーショソ大会　24日午後7時、運動場……

口茶道教室

■社交ダソスクラブ

■写真クラブ

ホーム休舘日

25日　　和室

30日　　運動場

3旧　　講習室
22日、29日

ご協力に感謝しますく民俗資料収集〉

険
建
物
を
改
築
し
た
も
の
で
す
。

　
簡
易
保
険
積
立
金
の
融
資
は
、
簡

易
保
険
の
加
入
者
が
積
立
て
ら
れ
る

保
険
料
を
郵
政
省
が
、
公
共
施
設

の
建
設
な
ど
に
融
資
す
る
も
の
で

す
。

償
却
資
産
の
申

告
は
20
日
ま
で

　
償
却
資
産
の
申
告
の
法
定
期
限
は

一
月
末
日
で
す
が
、
き
わ
め
て
短
期

間
に
事
務
処
理
を
完
了
し
な
け
れ
ぱ

な
り
ま
せ
ん
の
で
一
月
ニ
ナ
日
ま
で

に
申
告
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

　
申
告
者
に
は
す
で
に
用
紙
を
送
付

し
て
あ
り
ま
す
が
、
説
明
書
を
よ
く

お
読
み
に
な
っ
て
間
違
い
の
な
い
申

告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
そ
の
申
告
に
碁
す
い
て
決
定

さ
れ
た
価
格
は
三
月
一
日
か
ら
二
十

日
ま
で
縦
覧
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
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　　　　　　　　　　（敬称略）
■十日町ライオンズクラブ（会長石坂正隆）は

市消防署に消火救助作業に役立てて欲しいと

このほどr空気呼吸器」2式（一式川，OOO円）

を寄贈しました。

■民俗資料収集について、このほど多数の皆さ……

んからご協力いただき、貴重な民俗資料を収……

集できました。　　　　　　　　　　　　　……

口市教育委員会社会教育課では、ご寄贈いただil

いた資料を十分に活用したいと考えています…≡

■ご協力くださった皆さんに厚くお礼申し上げ…套

　ます。　　　　　　　　　　　　i…

　　　　交通制限のお知らせ　　　　　　……

田国道253号線控木地内なだれ発生のため全面li

通行止めとなります。　　　　　　　　　　韮

口期間　5月IO日まで

　コヲ
む膿華

　　▽

遺
族
に
弔
慰

金
等
を
支
給

　
満
州
開
拓
青
年
義
勇
隊
員
が
戦
争

で
受
傷
し
た
場
合
に
は
、
障
害
年
金

等
を
、
同
じ
く
死
亡
し
た
場
合
は
そ

の
遺
族
に
弔
慰
金
、
遺
族
給
与
金
を

支
給
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
勤
務
の
内
容
、
障
害
年
金
等
支
給

の
対
象
と
な
る
障
害
の
程
度
、
支
給

さ
れ
る
遺
族
の
範
囲
、
そ
の
他
細
部

の
規
定
が
あ
り
ま
す
の
で
、
心
あ
た

り
の
方
は
一
応
市
社
会
福
祉
事
務
所

へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　
な
お
戦
時
中
徴
用
、
学
徒
動
員
、

女
子
挺
身
隊
と
し
て
出
動
中
の
疾
病

に
対
し
て
も
弔
慰
金
等
が
支
給
さ
れ

ま
す
の
で
心
あ
た
り
の
方
は
申
し
出

て
下
さ
い
。

　
死
亡
公
報
補
完

　
届
を
戦
没
者
遺

　
族
に

　
さ
き
の
戦
争
で
、
戦
死
さ
れ
た
方

に
対
し
、
当
時
、
軍
の
機
密
保
持
な

ど
の
事
情
で
死
亡
公
報
に
戦
没
者
の

死
亡
場
所
の
細
部
を
明
ら
か
に
し
な

い
ま
N
遺
族
に
死
亡
告
知
し
ま
し
た

が
、
今
後
、
死
亡
場
所
の
細
部
を
調

査
し
遺
族
に
通
知
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
の
で
、
次
の
期
間
に
発
行
し

た
死
亡
公
報
の
遺
族
の
方
は
、
市
社

会
福
祉
事
務
所
へ
、
死
亡
公
報
補
完

の
届
け
出
を
し
て
下
さ
い
。

▽
旧
陸
軍
関
係
ー
昭
和
二
十
年
一
月

　
一
日
か
ら
昭
和
二
十
一
年
六
月
十

　
四
日
ま
で
の
問
に
発
行
し
た
死
亡

公
報
の
も
の

▽
旧
海
軍
関
係
“
昭
和
十
七
年
二
月

　
三
日
か
ら
昭
和
二
十
二
年
四
月
三

　
十
日
ま
で
の
間
に
発
行
し
た
死
亡

公
報
の
も
の
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　昭和45年度上半期業務状況
（昭和45年4月1日から昭和45年9月30日まで）

損益計算書
費用3，003万円

営業外費用976万円

収益3，752万円

営業費用
2，027万円

／
純利益749万円

　　　／営業収益3，649万円
　　／

営業外収益103万円

資産　　　　貸目対照表負債資本
　　　　　　　固定負債492万円
　　　　　　　流動負債61万円
　固定資産　　　　　　　　　　　　資本金
　38，215万円　　　　　　　　　　　　　　　　　39，118万円

　　　　　　　　　　　剰余金
　　　　　　　　　　　1，433万円　　　　流動資産3，620万円
　　　　繰延勘定18万円　　純利益749万円

　昭和45年度上半期給水業務量の状況

区　　　分 昭和45年度 昭和44年度
比　　　較

増　減 比率

給水戸数（戸） 5，765 5，440 325 5．9

配
水
量

総　量（m3） 1，707，111 1，494，222 212，889 14．2

一日最大（mり 12，225 10，328 1，897 18．3

一日平均（m3） 9，278 8，165 1，113 13．6

有収水量（m3） 1，187，957 1，018，734 169，223 16．6

有収率（％） 69．6 68．2 1．4 2．1

　昭和44年度決算状況
昭和44年度水道事業損益計算書
（昭和44年4月1日より昭和45年3月31日まで）

　費

科　目

営業費用
営業外費用

小　計
当年度純利益

合　計

　　用

金　額
39，229，682円

14，891，420円

54，121，102円

12，642，740円

66，763，842円

収　　　　　　益

科　　目 金　　額

営業収益 64，347，848円

営業外収益 2，415，994円

合　　計 66，763，842円

昭和44年度水道事業貸借対照表
　　　（昭和45年3月31日現在）

　資　　　　産
科　目　金　額
固定資産357，390，627円

流動資産36，067，359円

繰延勘定，　278，000円

計 393，735，986円

負債及資本
科　　目 金　　額

固定負債 4，お8，983円

流動負債 641，758円

資　本　金 374，391，188円

剰　余　金 14，334，057円

合　　計 393，735，986円

昭和44年度水道事業剰余金処分計算書
　　　　（昭和45年12月7月議決）

12，744，067円

■昭和44年度の決算状況と昭和45年度上半期

　の業務状況をお知らせします。

－有収率は、前年に比べ3％増、有収水量は

　203万立方㍍となり決算において1，274万円

　の純利益を上げました。

■昭和45年度の上半期の業務状況は前年度に

　引き続き企業の健全運営に務めています。

■第2期拡張工事は最終年度に当たヒ）、中条

　方面新給水区域の送配水管の布設、第3配

　水池、加圧ポンプ室の築造などの工事を推

　進しています。

■この建設工事中は何かとご迷惑をおかけし

　ていますが、ご協力をお願いします。

昭和44年度給水業務量の状況

1．当年度未処分利益剰余金

2．利益剰余金処分額

（1〉減債積立金7，056，570円
（2）建設改良積立金5，412，440円

3．翌年度繰越利益剰余金

12，469，010円

　275，057円

区　　　分 昭和44年度 昭和43年度
比　　　較

増　減 比率

給水戸数（戸） 5，617 5，272 345 6．5

配
水
量

総　量（励 3，108，808 2，908，143 200，665 6．9

一日最大（肌’） 259，067 242，345 16，722 6．9

一日平均（蹴・〉 8，517 7，968 549 6．9

有収水量（m’） 2，030，352 1，812，282 218，070 12．0

有収率（％） 65．3 62．3 3．0 4．
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